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醤油用麹蔚As　er　 il，1．us　oryzae のセル ラ ーゼ遺伝子CelB の 解析

（愛知食工技、 ＊三 重夭 ・ 生物資源）
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1． 目的　醤油用麹菌一 の 生塵す 6
’
　
・9 ル ラ ー ゼや ベ ク チナ ーゼ

は 、．醤 油諸味の 粘度低下 をも たらし 、 圧搾性を高め るこ と が知 られ てい る。 しか

し 、 その 詳細は 不明で あ る 。

“
7fi者 らは 、 こ れ らの酵素の 醤油原料の 分解特 性を解

明す る目的で 、 遺伝子 レベ ル かち解析を行 っ て い る。 今回は 、 セル ラ
ー ゼ遺 伝子

唖 の ク 1コ ーニ ン グを行 っ たの で報告す る 。

2 ．方法及び結果　Trichodermaな どの セ ロ ビオ ヒ ドロ ラ
ーゼ （CBH ）遺伝子問

で保存性の 高い ア ミ ノ酸配列領域 をもとに ブ ライマ ー を合成 し、 繊 KBN
616株の 染色体DNA を鋳型と して PCR を行っ た。 その結果増幅され tal84bpの
．断 片の 推定 ア ミノ酸配列 は 、 CBH の 推定ア ミ ノ酸配列と約50％の 相同性を示し
’
て い た 。 そ こで 、 こ れをブロ ーブ と して遺伝子 ラ イブラ リー を スク リー

ニ ン グ し

て 得られたクロ ー ン の 塩基配列を決定 しte。 その 結果 、 本遺伝子が コ
ー

ドず るセ

ル ラーゼは CBH よ りTrichoderma　 EGI と相同性が 高い こ とがわか っ た e

’
現在 、

本選伝子の 麹菌 に おけ る発現を試み て い る。
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　　　　　 Aspergillus・　aculeat 　us セル ラ ーゼ （FI−CMCasc ）遺伝子 の プ ロ モ ー
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　【目的 】 誘導 酵素で あ る A ． aculeatus のFI −CMCase は、 培養時の 炭 素源 に よ り

生産 量 は大 き く変動 す る ． 演者 らはA ：hculeatusの FI−CMCase 遺伝 子 を ク ロ
ー

ニ ン グ しそ の 塩 基配列 を も決定 した （1）。 本 研 究で は FI −CMCa5 σ遺 伝 子 の 発現
誘導 に必須 な領域 を解析す る 目的で 、 FI−CMCase 遺伝子の 欠失 プ ロ モ ー ター

を

構築 し、 β・ガ ラク トシダーゼ 遺伝子 を レ ポ
ー

タ
ー

遺 伝子 と して 用 い て 検 討 した ．

　【方法お よ び結 果】Aacul ．eatus を用 い たノザ ン 解 折の 結 果 、
　 FI ・CMCase 遺伝

子ばセ ル ロ ー ス 性物 質を炭素源 とした場合にの み転写 レ ベ ル で 発 現 され て い た ．

．
そ こ で FI−CMCaso 遺伝子 の種 々 の 5t上 流領域欠失 プ ロ te　L ター とβ・ガ ラ ク トシ

ダ ーゼ 遺 伝子 とを連瞽した 融合遺 伝子 を 構築 し 、 A ．nidulansWG355 株 （argB2
，

’ biAl
，
bgaO ）を形賀転換 した ． 得 られ た 形 質転換株の 臣ガ ラ ク トジダ 』 ゼ 活．性 を

検討 した 結果、
−321bp ま での 51上 流領 域が誘 導発 現 に 必 須 で あ り、 本 酵 素 の発

現 は CM ・セ ル ロ 』
ス に よ っ て 誘導 され 、 グル コ ー ス に よ っ て 抑制 され た ． 騰 導

酵素 と しで 既 に報告 され て い る他の みsρe ・
gil’usts 遺 伝子 の プ ロ モ ー ター領域 と

の 比較か ら、 誘 導発 現に 関 与 す ると考え られ る相同 性 の 高 い 領 域 が 2 ヶ所 観察
．され た 、 （1）Ooi　T ．，　et ψ ，ハ1配 ’．　Acids　Res．， 18 ， 5884 （1990）
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